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東京港野鳥公園造成によるシギ・チドリ類の生息状況の変化

川島賢治＊

日本野鳥の会サンクチユアリセンター｡〒１４３東京都大田区東海3-1東京港野鳥公園担当

はじめに

1970年代，東京都大井埠頭（以後．大井地立地）には淡水や汽水の池，ヨシ原や草原，干

潟，砂喋地等が形成され（''水野鳥の会1984)，多くのＭｎがこの地域に生息し，極数．個

体数ともﾙ〔京湾でも砿要な,《伽のﾉﾋ息､地とみなされるようになった．そこで，この１１M立地に

''''1現した鳥瓶の生息地を保全するために，東京港野ﾙ》公|刺（以後，野鳥公卿）が造成された．

このような，都市部などで附発により一度失われた''１然環境を人工的に復元する例は欧米

では多く，１１本でも野鳥公卿のほかに，新しく鳥瓶のﾉk息環境を造った例は多い（金井

1991，杉山・進士1992)．しかし，これら復元された|(l然環境における追跡調fii§の結果が示

された例は，まだまだ少ない（金ﾉ|:1991)．水論文では，東京湾の特徴的な喋境である｜菖潟

のI而災なﾉk思諏であるシギ・チドリ類について野鳥公|刺造成前後の生息状況を比1校した．
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図1．東京港野鳥公園位満|､xl

Fig､１．LocationofTokyoPortWildBil･dPark．

調査地

大井jIM,lﾉ:地は東京都の東端に位慨し（図1)，

州立は1963年から1972年にかけて行なわれた．

埋立地は，岐初に淵11Wを鉄板でlIIiI定し，その内

l11llに1,1･近の海底の砂泥を吹き上げて造成したも

ので，1966年まで行なわれた．その後，、F均海

面より約2ｍ上まで上砂を搬入し，-1二猟は1972

年に－１１終I'した．埋立地の上壌が安定するま

での数年間に，池やヨシやススキなどが生育し、

鳥類のﾉLk息に好適な環境が成ｳﾆした．しかし，

その環境が迎河や市場を越i没するために消失す

ることになったため，その代件地として野鳥公

臆lが造成された．
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現在の野鳥公間を造成する際に，自然環境を移設する対象となった面砿は約75haである．

その内訳は．樹林地が2.9ha，シバZ‘)１siα〃0"icaやチガヤル”eﾉｍａＧｙ"”γjcaなど低茎111'〔本

地が17.0ha，ヨシｌｑﾉZ?昭"z"CSCO""7zz"z応など商茎'11‘[本地が41.2ha，砂傑地が2.3ha，淡水泥

湿地が0.611a，淡水池が4.lha，汽水池が2.7ha，｜鳥潟が4.4haである（図2)．造成前の「渦

は通称汐入りの池と呼ばれていた池の一部に時々-Ｗ|'iする部分と，辿称城南-'二潟と呼ばれて

いた部分にｲ;||､I1する．汐人の池と城南干潟は，ともに1992年に迎河造成工訴が特J言された

ため。現在は消失している．汐入の池は浅い汽水池だったが，1978年前後には潮汐の影糾を

受けなくなっており，脱聴が進んでいた．

野鳥公閲に大jl量j1肱地のにI然環境を移設するにあたっては，当時の鳥類相の維持と，火〃〔

湾岸の自然環境の復ﾉ心を||標とした．そして，面械の減少に|､'2う佃体数の減少を最小限に溜

めるよう，環境の細ii､'&がi;|･lIIIiされた．さらに移設，ＩＩｊﾉﾋされた環境は環境管理作業などを行

ないつつ，保全していくことを前提として設侭された（'1本Ⅲ帆の会1984)．現在の環境,|;ル

成は樹林地が9.0ha，’１盤ｌＹｆ木地が3.0ha，Ｉ蔚茎''1'〔木地が2.311a，砂牒地が1.0ha，淡水泥洲,Ｉ地

が0.6ha，淡水池が2.7ha，汽水池が1.6ha，『潟が2.7haである（似'3)．

ただし，「潟の一部である前浜干潟部分は1996年３)I現在，３分の２のエ事が終I'してお

り，1998年以降に残り３分の１が完成する予定である．推木I;|価１１#では，干潟は内陸干潟が

2.611a以上，前浜干潟が2.4ha以上の
Beforeconstruction

11呪ｲE’３分の２のエ事が終ｒしてお

推木I;|･ImiIi#では，干潟は内陸干潟が

2.6ha以上，前浜干潟が2.4ha以上の

合わせて5.0ha以上が望ましいとされ

ていたが（I:1本野鳥の会1984)，現在

の「潟面枇は雌大で2.7ha前後で計IIlIi

の約半分だけである．

汽水池は洲入りの池と呼ばれ，池

の！）'i側と北l11llに内陸－１菖潟がある．ア

ジサシ島と呼ばれる約600,2の局と，

|櫛側の岸は砂喋地である．内陸干潟

の陸側には約'ｍから２ｍの幅でヨシ

が唯えている．潮入りの池には二Ｊ,§

の水門があり，ここから東京湾の海

水が出入りしている．1993年の241,,1

の調汽では’９月に妓高潮位の144ｃｍ

が’３１１に岐低潮位の50ｃｍが,;Ll録さ

れており，その潮位差は94ｃｍであっ

た（'１本野烏の会1994)．調在期IHl

IlIは潮入りの池がほとんどのシギ．チ

ドリ類の生息地であった．
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図3.造成前後の１，側俳成

Fig.３．Habilatc()mpositionbeIbl･eandaftercreationo[ｐa1.ｋ

調査方法

造成前の烏煎ﾉk息状況については，1976年から1980年に実施された|]本野鳥の会（1984）

による公隅造成『;|･IIlIiのための調査結果を使川した．このＩ淵在では，人井埋立地内にコースを

定め，毎)l2IIII1洲介コースを歩きながら出現した,喝瓶をI;L1鉢している．シギ・チドリ瓶のﾉ|§

息環境である水域は，兄辿しの良い場所からﾉ|ﾐ息している全数をi;Ll録した．

造成後の,!;抑ﾉ剛､状況については，1991年から1995年に実施された調査結果を使川した

(1-1木野鳥の会1991,1992,1994,1995)．この調査では，造成前の調査と同様に野鳥公卿lﾉ1に

コースを定め，伽I2IIIl調在コースを歩きながら出現した鳥類を記録した．シギ・チドリ瓶

の生息環境である水城は，兇通しの良い場所からﾉk息している全数を記録した．なお，１９９３

年は前浜干潟が工州'であったため、シギ・チドリ瓶のﾉLl2息が非常に少なかったので，比岐

資料から除外した．

１１１１現状況の比岐は，シギ・チドリ類の生息砿数が多くなる３)lから５月｢|'句の春季と８１１

から１１Ｉｌ上ｲﾘの秋乍の，各季節の雄大個体数について行なった．比較を春季と秋季に分け

て行なったのは，それぞれの季節に雑息する砿の榊成に災なる傾向が認められたからである．

シギ・チドリ類のﾉk息lWil休数は，１．１によって変動が大きいため，各季節の雄大ＩｌＡＩ休数につい

て比較した．なお，台風など気象の影響により迷って飛来したと思われる種および，造成前

後併せて11111しかI記録されていない種は今1171の比較資料として適当でないと思われたため除

外した．

得られた数１１iiiは、Malm-WhitneyのＵ検定によって，造成前と造成後で種数や''１１体数の噌

減に有意差があるかどうか検証した

囚０ 4０ 5ｍ 80(ha）
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結果

1.春季の生息状況

1)生息種数

造成前は1977年に５種，1978年に７種，1979年に９種のシギ・チドリ類が記録された（図

4)．造成後は1992年に10種，1994年に11種，1995年に10種のシギ・チドリ類が記録され

た．生息種数については造成前に比べ，造成後の方が多いという有意な差が得られた

(MannWhimeyU＝0,Ｎ１＝ﾉＶ２＝3,Ｐ〈0.05)．

造成前に毎年記録された種は，コチドリＣﾉzαγαdγ〃ｓ”6j"s，シロチドリＣ"α、｡γ〃ｓ

αﾉ”"”"z4s，キョウジョシギＡ”"α"α”eゆ恋，キアシシギ７》"gzz6沌岬esの４種であり，

造成後に毎年記録された種は，コチドリ，メダイチドリｃﾉｂａｍｄ""ｓ腕0"gひﾉ郡s，トウネン

Ｑｚ“油”"7CO雌，ハマシギＱｚ"｡戒α"〃α，イソシギ、"gzz柳0ﾉe"COS，チュウシャクシギ

Ｍ４"e"“’"αe”"s，セイタカシギ厩加α"”"s〃”α””"sの７種であった．また，造成前

後で毎年記録されたのは，コチドリ，キョウジョシギ，キアシシギの３種であった．

2)個体数

造成前の年毎の合計個体数は，1977年が140羽，1978年が143羽，1979年が193羽であ

った．造成後の年毎の合計個体数は，1992年が165羽，1994年が144羽，1995年が200羽

であった．合計個体数については，造成前後で有意な差は得られなかった（Mann-Whitney

U＝2,ﾉＶ１=Ⅳ２＝3,Ｐ〉0.05)．

2.秋季の生息状況

1)生息種数

造成前の年毎の合計個体数は，1976年が20種，1977年が12種，1978年が24種，1979年

には19種のシギ・チドリ類が記録された．造成後は1991年が９穂，1993年が10種，1994年
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が13種，1995年には12種のシギ・チドリ類が記録された（図５)．生息極数については造成

前後で有意な差は認められなかった（MaImWhitneyU＝2.5,Ｐ〉0.05)．

造成前に毎年記録された種は，コチドリ，シロチドリ，メダイチドリなど８種であり，造

成後に毎年記録された種は，コチドリ，アオアシシギ、"gzz〃e”Ｉαがα，キアシシギなど７

種であった．また，造成前後で毎年記録されたのは，コチドリ，アオアシシギ，キアシシギ

の３種であった．造成前は、コチドリ、シロチドリ、ハマシギなど40～80羽を越える種が

目立ったが、造成後はイソシギ、チュウシャクシギなど20羽以下の種が目立った。

2)個体数

造成前の年毎の合計個体数は，1976年が294羽，1977年が317羽，1978年が761羽，１９７９

年が168羽であった．造成後の年毎の合計個体数は，1991年が69羽，1992年が322羽，１９９４

年が108羽，1995年が142羽であった．合計個体数については，造成前後で有意な差は得ら

れなかった（Mann-WhitneyU＝3,Ｐ〉0.05)．

AherconstructionBeloreconstmction
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考察

東京港野鳥公園は，公園造成以前の鳥類生息状況を公園地域内に復元することを目的とし

ている．したがって，公園造成の成果について，どの程度造成前の生息状況が復元されてい

るかを評価し，今後の管理計画を見直していく必要がある．そこで，シギ・チドリ類の公園

造成前後の生息状況を比較し，その違いと環境の変化との関係を考察し，必要な環境管理対

策を見ていくことにする．

1.生息状況変化とその要因

春季については，種数については造成後の方が多く，この点では自然環境の人工造成が成

功したといえる．毎年記録された種も，造成前の４種に対し，造成後は７種と倍近くに増え

ている．しかし，種構成には変化が見られ，造成前と造成後を通して記録された種は，３種

だけであった．

個体数については，年毎の合計個体数では造成前後で有意な差は見られなかったが，種毎

に見ると，大きく変化している種もあった．特にシロチドリについては個体数が大きく減少

していた．シロチドリは造成前は最大で112羽が記録され，大井埋立地の代表的な種であり，

城南干潟に主に生息していた（日本野鳥の会1984)．しかし1990年頃から繁殖場所や満潮

時の休息場所として利用していた周囲の埋立地も植物遷移が進んで草地になってしまったり，

倉庫の建設などによって，利用できなくなってしまったことが個体数が減少した一因として

考えられる．

造成前に比べ，造成後増加した種としては，メダイチドリやチュウシャクシギがあげられ

る．メダイチドリは造成後潮入りの池に設置された砂喋地を休息場所として頻繁に利用して

いることが観察されている．チュウシャクシギは，内陸干潟や前浜干潟でカニ類を採食して

いた．

秋季については，有意差は認められなかったが，種数．個体数ともに減少していた．種数

では，造成前に最も多かった1978年の24種と造成後に最も多かった1992年及び1994年の

13種を比べると，約54％に減少している．毎年記録された種は，造成前が８種，造成後が

７種であり，この比較ではあまり差がなかったしかし造成前も造成後も毎年記録された種

は３種で，造成前後の主な種構成は大きく変化していた．年毎の合計個体数では，造成前に

最も多かった1978年の761羽と造成後に最も多かった1992年の322羽を比べると，造成後

は約42％に減少していた．

個体数を種毎に見ると，シロチドリは春季以上に減少しており．ハマシギ，タカブシギの

2種は，造成後の調査ではまったく記録されていない．ハマシギは，シロチドリと同じく城

南干潟にほとんどの個体が生息しており（日本野鳥の会1984)，一方のタカブシギは，汐入

りの池にほとんどの個体が生息していた（上原健私信)．当時，汐入りの池は淡水化してい

た上に，ほとんどの部分が浅瀬となっており，タカブシギのほかにも淡水性シギ類と呼ばれ

るウズラシギＱｚ〃γjsac"”"α”やコアオアシシギ耐"ｇｎｓｔａｇ７１ａ郷ｊｓなども生息していた．

しかし汐入りの池の浅瀬の代替地としてつくられた東淡水池の泥湿地では，アオアシシギや
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タシギＧα"伽CzgひgZzﾉ""αgひ以外の種はあまり観察されていない．

造成前に比べ造成後に増えた種として，アオアシシギやオグロシギＬ”0sα”0sα，セイ

タカシギなどが挙げられる．これら３種は潮入りの池の内陸干潟で採食したり休息したりす

るほか，満潮時には潮入りの池の砂喋地や東淡水池の泥湿地でも休息していた．

2.生息環境管理の提言

上記の考察を踏まえ，今後，より良好なシギ・チドリ類の生息環境を保全してゆくために

は，以下のような調査や環境保全措置を行うことが望ましいと考える．

1)個々の種の生態の研究

本論文では，造成前後のシギ・チドリ類の生息状況を比較したが，個々の種が採食場所や

休息場所として，どのような環境を選好しているのかという資料の検討が十分に検討できな

かった．そこで，個々の種が生息環境として好む景観や土壌の色，食物となる生物の生息状

況を研究する必要がある．

2)淡水泥湿地の環境管理

本論文で調査した期間では，造成後の野鳥公園の淡水泥湿地で観察されたシギ．チドリ類

が少なかった．そこで，シギ・チドリ類の生息に適した淡水泥湿地づくりが必要である．
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分析に際し，様々なご協力をいただいた．これらの方々にこの場をお借りして心からの感謝とお礼

を申し上げたい．

要約

1.大井埋立地の自然環境を移設保全する事を目的とした東京港野鳥公園の造成前後のシギ・チドリ

類の生息状況を比較した．

2.造成前は1976年から1979年，1991年から1995年のシギ・チドリ類の主要な生息期間である春季

と秋季の生息状況を比較した．

3.春季は生息種数については造成前よりも造成後の方が多かったが，生息個体数についてはシロチ

ドリのように大きく減少した種もいた．

4.秋季は生息種数も生息個体数も減少した．特にシロチドリとタカブシギの個体数が大きく減少し

た．セイタカシギは公園造成前より増加した．
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F1uctuationsofwaderpopulationsinrelationtotheconstructionoftheTokyoPort

WildBirdPark

KenjiKawashima☆

TbkyoPortWildBirdPark､３１'Ibukai,Ota-ku,Tokyo143,Japan

ApopulationstudyofwaderswasconductedinOoiEstuaryinTokyoBay・Thecompanson

ofthepopulationswasmadebefbreandafterTokyoPortWildBirdParkwasconstructedwith

thepumoseofpreservingtheestuarinehabitatoftheOoireclaimedlandTheOoiEstuaryarea

originallyhadheshwaterareas,ｂrackishponds,tidalflat,grassland,gravelareasandsoon、

Thestudywasmadefoml976tol979andhPoml991tol995,befOreandaftertheconstruction

ofthepark・Thecountwasmadeinsprmgandautumnwhenmostofthewaderswerevisiting・

Thenumbersofmostvisitingwadershadincreasedinthelaterspnngcounts・However，

LittleRingedPloversaIamd”焔。"6“andSnowyPlovers,Ｃａﾉ2xzz"｡”""sdeclineddrastically

aftertheparkconstruction・

Thenumbersofspeciesandofindividualsdecreasedinautumn,withamarkeddeclineof

SnowyPloversandWoodSandpipers耐昭ｎｇＩα”0”,ｉｎparticular・

ＴｈｅｎｕｍｂｅrofBlack-wingedStints厩加α"”姫〃”α"”妬increasedinsprmgandautumn

aftertheconstructionofthepark，

Itissuggestedthatthedecreaseintheareaofthetidalflatcausedthedecreaseinthe

numberofspeciesandindividualsandthatthedecreaseoftheLittleRingedandtheSnowy

Ploverwascausedbydecreaseinthegravelareawhichistheirmainbreedingsite・

Weconcludethatitisnecessarytoincreasethetidalnatareaandtocreatebothgraveland
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freshwatermarshareasinordertocreatethehabitatwiththesamediversityastheprevious

tidalflat．

Ｋ２y〃0砿:CO'2s”c抑"qflα戒,”α咋庵

*Presentaddress:SanctuaryCenter,WildBirdSocietyofJapan・FUkushima-CityKotori.nひＭｏｒｉ

Sanctuary,９８Miyawaki,Yamaguchi,Fnkushima-shi,Fukushima９６０


